
発行日 平成２８年７月２５日 

第３４号 

「いしのまきＮＮ通信」は，石巻地域の農業農村整備事業に関連する活動等を広くお知らせすることを目的に，年３回程度発行してい
ます。掲載希望の情報等がありましたら農村振興班までご一報ください。今後ともよろしくお願いします。 
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トヤケ森から望む石巻管内の風景 

石巻市大川地区 長面工区で本格営農再開 
第３４号の目次: 

▲宮城リスタ大川による作付作業の様子
(Ｈ２８.５.２６) 

 東日本大震災により被災した石巻市

大川地区長面工区で，平成２８年春， 

６年ぶりに営農が再開しました。 

 長面工区は石巻市内でも特に津波に

よる被害が大きい地区でしたが，干陸

化及び農地復旧工事を進め，平成２６

年・２７年に実施された試験作付けで

は，塩害の影響がないことが確認され

ました。 

 同地区では，今年度新たに７２㏊の

農地で営農を再開し，昨年度から営農

再開している６㏊と合わせて，全７８

㏊の農地で作付が可能となりました。 

 

 この営農再開を祝し，平成２８年５月２６日，長面工区中央

部のほ場で水稲移植セレモニーが開催されました。セレモニー

では，この地域の農業を担う「株式会社宮城リスタ大川」と

「農事組合法人みのり」の代表者が紹介され，（株）宮城リス

タ大川により作付作業が行われました。 

 大川地区では４１３㏊の農地復旧を予定しています。うち針

岡工区１７５㏊は平成２６年に全面営農再開しており，長面工

区２３８㏊は，営農再開したほ場面積が７８㏊，復旧工事中の

面積が１６０㏊となっています。平成３１年度の長面工区全面

営農再開を目指し，残る１６０㏊の復旧工事を進めてまいりま

す。 

石巻市大川地区長面工区で
本格営農再開 

１ 

 
平成２８年度 奥松島地域営
農再開実証プロジェクト 
 

２ 

田んぼの学校２０１６ ３ 

自治法派遣による派遣職員
の紹介 

４ 

▲ 長面工区 整備後のほ場 
（Ｈ２８.５.２６）  



営農再開実証プロジェクトとは 

 東松島市奥松島地域は，東日本大震災により東松島市

内で最も深刻な津波被害を受けた地区のひとつです。こ

の地域で，平成２５年６月，「営農再開へ早期の見える

復旧･復興」を目標に掲げた「奥松島地域営農再開実証

プロジェクト」が始動しました。 

 平成２５年から２６年にかけて，浸水した農地の復旧

工事が行われ，整備された試験ほ場で水稲やソバ・大麦

などの試験栽培が行われました。各作物について有効な

試験結果が得られ，水稲は育成過程で塩害の影響を受け

なかったことが確認されました。平成２７年度は，５０

ａの試験ほ場が新設され，営農再開後の転作作物の候補

である大豆の試験作付けが行われました。 また，水稲

の直播栽培による試験作付けも行われました。 

 平成２８年春，営農再開実証プロジェクトの一環とし

て２つのイベントが開催されました。 

 
  

▲果樹植栽セレモニー 植栽方法説明の様子 
（Ｈ２８.３.３０）  
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平成２８年度 奥松島地域営農再開実証プロジェクト 

宮戸６分区 果樹植栽セレモニー 

▲奥松島グリーンファームのみなさん 
(Ｈ２８.５.２０) 

 平成２８年春，東松島市洲崎・東名地区で，復旧予定の

８０㏊のうち４０㏊のほ場について整備が完了し，６年ぶ

りに本格営農再開を果たしました。同年５月２０日には営

農再開を記念した水稲移植セレモニーが開催され，平成２

７年３月に発足した「農事組合法人奥松島グリーンファー

ム」が法人として初めて水稲移植作業を行いました。 

 営農再開後の作物育成には，プロジェクトによって得ら

れたデータ（塩分濃度，湛水・排水状況，作物の生育・収

量等のモニタリング結果）が活用されます。また，残る４

０㏊の農地について，平成２９年度以降の営農再開が予定

されています。 

洲崎・東名 営農再開記念 水稲移植セレモニー  

▲水稲移植作業の様子 
(Ｈ２８.５.２０) 

 宮戸地区では，平成２７年１０月に設立された「宮戸ふ

るさと水と土保全隊」が中山間地域等農村活性化事業補助

金を活用し，復旧した水田を果樹園として利用する地域計

画を立てています。その第一歩として，平成２８年３月３

０日，果樹植栽セレモニーが開催され，宮戸６分区の約１

㏊の農地に桃といちじく計１２０本が植えられました。 

 平成２８年７月時点で，３種の桃１３９本と６種のいち

じく８３本が植栽されています。平成２９年から平成３０

年にかけて，宮戸８分区でいちじく１９２本と柿４０本が，

宮戸９分区で梅１５１本が，それぞれ植栽される予定です。 



 その後，中山揚水機場，鹿又第二揚水機場，曽波神

排水機場を見学しました。児童たちは見学会を通して

農業水利施設の重要さを感じたようで，「機械がこわ

れてしまうから川にごみを捨てないで，と周りの人に

も伝えてほしい」という保全会・改良区の方々の言葉

にしっかりと耳を傾け，受け止めていました。 
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田んぼの学校 ２０１６ 

 農業・農村は，食料を供給するだけでなく，国土の保全，水源の涵養，生物多様性の保全など，多

様な恩恵を国民全体に与えています。農業・農村の持つこのような多面的機能の維持・発揮のため，

平成２７年度に「日本型直接支払制度」が法制化され，その中のひとつに「多面的機能支払交付金」

が位置づけられています。 

 多面的機能支払交付金事業が支援するのは，農業・農村が持つ多面的機能の維持・発揮につながる

地域の活動です。東部管内では，このような地域の活動の一環として，地元の多面的機能支払交付金

活動組織が土地改良区などと協力し，小学生に対する体験学習を行っています。 

石巻市立 前谷地小学校 

石巻市立 鹿又小学校 

 石巻市立前谷地小学校では，多面的機能支払交付金の活動組織である「前谷地ふるさと保全会広

域協定」の協力のもと，平成２８年５月２７日に営農体験（田植え）が，平成２８年７月１２日に

生きもの調査・農業施設見学会が行われました。１２日の農業施設見学会・生きもの調査は，石巻

市・河南矢本土地改良区・当部も参加し，共同作業を行いました。 

  

◀ 田植え定規を動かす 
地元農家の方と児童たち 
（Ｈ２８.５.２７） 

 施設見学会では和渕揚水機場と笈入排水機場を見

学し，河南矢本改良区が施設の説明をすると，児童

たちは浮かんだ疑問を積極的に質問していました。

その後，前谷地ふるさと保全会が設置した魚道内で

水質調査・生きもの調査が行われ，児童たちは先生

や保全会・関係機関の方々と一緒に，大はしゃぎで

調査を楽しんでいました。 

 石巻市立鹿又小学校では，平成２８年７月１１日に出前講座及び農業施設見学会が行われ，多面

的機能支払交付金の活動組織である「鹿又ふるさと保全会広域協定」から協力があったほか，河南

矢本土地改良区・石巻市・当部も参加し，出前講座・施設説明等を行いました。 

営農体験では，保全会構成員である地元農家の
方に，児童たちが手植えをするお手伝いをして
いただきました。また，当部からは，農業農村
の持つ多面的機能について説明を行いました。 

 施設見学での学習効果を高めるため，河南矢本

土地改良区と当部の担当者が，それぞれ農業水利

施設・多面的機能について，出前講座を行いまし

た。 

◀ 和渕揚水機場見学 
 （Ｈ２８.７.１２） 

► 記念撮影 
（Ｈ２８.７.１２） 

► 出前講座 
◣ 左：中山揚水機場見学 
  右：閉会式 
（Ｈ２８.７.１１） 



Page 4 

 日本型直接支払(多面的機能支払)が創設されます 

〒９８６-０８１２ 石巻市東中里１丁目４-３２ 

Tel ０２２５(９５)１４１１ （内）４８９  Fax ０２２５(９６)４８８０ 
E-mail  et-ss-nos@pref.miyagi.jp 
URL  Http://www.pref.miyagi.jp/sosHiki/et-sgsin-ns/ 

一日も早い災害復旧と 
        地域復興をめざして 

宮城県東部地方振興事務所 農業農村整備部 
                （編集：農村振興班） 
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 平成２３年９月１日より，地方自治法の規定に基づき，災害復旧支援のため県外から自治法派遣職員

の方々に応援に来て頂いております。 

 現在，当部では愛知県４名，兵庫県３名，徳島県２名，岡山県２名，島根県１名，神奈川県１名の方

が応援に来ています。また，これまでに三重県，佐賀県の職員の方も応援に来ていただきました。 

 当部では，自治法派遣職員のみなさんと協力し，農地・農業用施設の災害復旧業務に取り組んでまい

ります。 

  
左：愛知県から 
派遣の職員(７月)  

徳島県から派遣の職員 

▲岡山県から派遣の職員 

► 兵庫県から派遣の職員 

右：島根県から 
派遣の職員  

 災害復旧支援の自治法派遣職員のみなさん 

▲神奈川県から派遣の職員  


